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安全・安心で快適な 
ドッグラン利用のために 
守っていただきたいこと 

 
芝浦中央公園 
港南緑水公園 

 

 

港区内のドッグラン 

芝浦中央公園 
港南1－2－28 
面積：1,058㎡ 
管理事務所 
TEL：03-6433-2562 
FAX：03-6433-2563 
 
 

      指定管理者 
アカネ・ハリマ・イビデングループ 

港南緑水公園 
港南4－7－47 
面積：531㎡ 
管理事務所 
TEL:080-4389-1044 
 

平成30年10月1日発行 
監修：  Sincere Dog Training 吉川知沙 
イラスト：  Sakura Dog Training  小林千鶴 
 

公園内でのお願い 

以下の２点をご持参の 
うえ登録をお願いいたします。 

 
港区在住者以外の方も 
ご利用になれます。 

 
 

登録証があればどちらも 
ご利用できます！ 

伸縮性のリードや細いリードは
見えにくいことがあります。小さい
お子さんや高齢の方もお散歩
中です。リードは適切な長さで
お願いします。 

ドッグランのある公園は芝生内
立入禁止です。 

 
 

地図    犬鑑札      狂犬病予防注射済票 
犬を飼い始めたとき、   医師の発行する証明書は無効です 
交付されます  
   上記は港区の場合・自治体によって形状が異なります 
 
  
      

ご利用の際は登録をお願いします 

＊ 毎年更新、1頭につき１枚の登録証が必要です。 
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利用時間 
１月～４月 
１０月～12月 
５月～９月   6：00～19：00 
 

7：00～17：00 

愛犬のトイレの片づけはご家族の
義務です。常に行動を確認し、処
理をしましょう。 

ボランティア募集中 
詳細は公園管理事務所
にお問い合わせください。 

2 

ドッグトレーナーから 

＊ 登録受付時間  
    公園管理事務所 午前9：30～午後4：30 
    芝浦港南地区総合支所まちづくり課まちづくり係 
         平日 午前8：30～午後5：00 



初めて入場する方へ 

愛犬から目を離さないで 

安心してご利用いただくために     （ドッグラン利用規約から抜粋） 

登録証の携行 

乳幼児、犬以外の動物の入場禁止 

おやつ、飼い主の飲食禁止 

 おもちゃ禁止 

1.エントランス・スペースで様子を見ま
しょう。 
怯える、興奮しているなどの様子が見えた場合、プレ
イ・スペースには入らずに公園内を散歩して落ち着いて 
から再入場、または別の日に再トライしましょう。 

利用者の皆様が安心して
お使いになれるよう、登録
証は必ず見えるように携行
してください。不携行の場合
は退出していただく場合が
ございます。 

3歳以下のお子さんは抱っこでも入場はできま
せん。ベビーカーの乗り入れもお断りしています。 

ボールなどのおもちゃの持ち込みはご遠慮ください。 

ドッグラン内でワンちゃんにおやつをあげないでくだ
さい。しつけのためでもＮＧ。飼い主の飲食もお
断りしています。 
 

ドッグランは、ワンちゃんにとって緊張
する場所であり、そこにいる人間や犬に
慣れるには時間が必要です。 
すぐにリードをはずさず、様子をよく観
察しましょう。 
ワンちゃんにとって楽しい場所になるよ
う、ご家族の助けが必要です。 

犬は予測できない動きや音に敏感です。 
乳幼児や犬以外の動物を見慣れていない 
ワンちゃんは恐怖を感じたり、攻撃に転じ
たりする可能性があります。 

ワンちゃんたちのコミュニケーションは
複雑で、瞬時に状況が変化することがあ
ります。 
あなたの愛犬、実は嫌がっているかも？ 
迷惑をかけているかも？ 

食べ物への興味が非常に高い犬もおり、 
おやつなどを巡ってトラブルになる恐れが 
あります。アレルギーや健康上の理由で食
事制限中のワンちゃんもいます。 

ドッグトレーナーからのアドバイス 

ドッグトレーナーからのアドバイス 

ドッグトレーナーからのアドバイス 

ドッグトレーナーからのアドバイス 

ドッグトレーナーからのアドバイス 
おもちゃへの興味が非常に高
い犬もおり、おもちゃを巡っ
てトラブルになる恐れがあ
ります。またワンちゃん
よって適切なおもちゃのサ
イズや形状は異なるため、
ケガ、誤飲の可能性もあり
ます。 

2.小型犬は一般犬エリアに気を付けて 
中型・大型犬を見慣れていない小型犬は、恐怖心 
から攻撃的な行動を取る可能性もあります。 
狩猟本能の高い犬にとっては獲物（小動物）と 
捉えられ、追い回される危険性もあります。 
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